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2009年度第3四半期決算の概要



第３四半期決算の状況

1

《静岡銀行単体》

（億円）

08年度
第3四半期

09年度
第3四半期

前年同期比

経常収益 １，５３７ １，４３４ △１０３

業務粗利益 １，０８８ １，１８２ ＋９４

資金利益
役務取引等利益・特定取引利益
その他業務利益
（うち国債等債券関係損益）

９７２
１３３

△１７
（△３８）

９８７
１１５

８０
（６６）

＋１５
△１８
＋９７

（ ＋１０４）

経 費 （△） ５９７ ６１５ ＋１８

基礎的業務純益 ※

一般貸倒引当金繰入額 （△）

経常利益 １３１ ３６３ ＋２３２

四半期（当期）純利益 ８６ ２３８ ＋１５２

５２９ ５０１ △２８

９４ ７１ △２３

業務純益 ３９７ ４９７ ＋１００

臨時損益 △２６６ △１３４ ＋１３２

うち不良債権処理額 （△）
うち株式等関係損益

１４４
△１２６

１２９
６

△１５
＋１３２

※基礎的業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益

＋２１８４国際業務部門

△６２８５預金等利息 （△）

＋１１７１有価証券利息配当金

△６９８２２うち貸出金利息

△６９０３国内業務部門

前年同期比09年度
第3四半期

〔資金利益内訳〕

個別貸倒引当金
繰入額（△）

△２０１１５

うち一般貸倒引当金
繰入額（△）

△２３７１

△３８１９９与信費用（△）

（億円）〔与信費用〕

△１１８１４株式等償却（△）

うち株式等売却益 ＋１８２６

（億円）〔株式等関係損益内訳〕

＋１３２６株式等関係損益

２２８３８２１５４経常利益

09年度
第3四半期

08年度
第3四半期

《連結》
前年同期比

（億円）

△９５１，６４５１，７３９経常収益

１５４２４１８７四半期（当期）純利益

（億円）

【単体決算進捗率】

●業務粗利益（７８．８%） ●業務純益（８０．８％）

●基礎的業務純益（７６．６%）

●経常利益（７１．９％） ●当期純利益（７７．９％）



25,48625,403

20,051
19,499

08年度 09年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

・中小企業向け貸出金残高25,486億円

前期比＋83億円（うち県内＋552億円）

・個人向け貸出金残高20,559億円

同＋1,070億円（うち県内＋770億円）

・保証協会残高（12月末） 7,086億円

（うち緊急保証 2,511億円）

57,913

61,432
62,742

38,585
40,660 42,365

07年度 08年度 09年度第3四半期

銀行全体

うち静岡県内

※地方公社を含まない （億円）

（億円）

0９年度第３四半期の総貸出金残高（平残）は

62,742億円と前期比＋1,310億円の増加＋＋１，７０５１，７０５

＋１，３１０

20,559

19,489

16,912

16,142

08年度 09年度第3四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋83

＋＋770770

＋1,070

＋＋552552

（億円）

総貸出金残高（平残）の推移

貸出金（平残）の増減内訳 うち中小企業向け貸出金残高（平残）の推移 うち個人向け貸出金残高（平残）の推移

貸出金

【増減額内訳（前年度比）】 （億円）

＋
１
，
３
１
０

公共向け
(中央政府を含む)

＋44

個人
＋1,070

中小企業
＋83

大・中堅企業
＋201

2

海外
△87



不良債権

延滞なし
78%

延滞 22%

289億円（12.4％）

1,907億円（82.1％）

127億円（5.4％）

2,323億円

09年12月末のリスク管理債権の総額 2,323億円（09年3月末比＋241億円）

リスク管理債権比率 3.66％（同 ＋0.39ポイント）

・部分直接償却を実施した場合の290億円と、信用保証協会の保証付貸出金の1,163億円を控除した

場合のリスク管理債権総額870億円、実質的なリスク管理債権の割合1.38％（同 ±0ポイント）

リスク管理債権の状況（単体ベース）

リスク管理債権の内訳

不良債権のオフバランス化

不良債権

3

実質的なリスク管理債権

870億円

1,163億円

290億円

2,323億円
破綻先債権

延滞債権

3カ月以上延
滞・貸出条件

緩和債権

【破綻懸念先】
1,524億円

【実質破綻先】
383億円

【要管理債権】
127億円

部分直接償却額

信用保証協会
保証付貸出金

実質的なリスク管理債権

【リスク管理債権比率】

1.38％

07年度 08年度 09年度上期
09年度

第3四半期(3カ月)
＋６９３ ＋４６９

△３３０
（△３０４）

２，２２１

△７０６
（△６００）

＋２８８

△１８６
（△１４８）

１，９５５ ２，３２３

新規発生 ＋８９２

オフバランス化
（うち破綻懸念先以下）

△７６５
（△５３２）

リスク管理債権 ２，０８２

＋２４１

（億円）



179

232

17 21
40

75

199

372

90

47

3430 .35

0 .03 0 .04
0 .09 0 .07

0 .420 .45

0 .18
0 .13

0 .55

0 .73

99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度第3Q

与信費用比率

一般貸倒引当金繰入額 71億円 （前年同期比 △23億円）

不良債権処理額 129億円 （ 〃 △15億円）

うち個別貸倒引当金繰入額 115億円 （ 〃 △20億円）

【与信費用内訳】

与信費用

与信費用：09年度第3四半期 199億円（前年同期比△38億円）

与信費用比率： 09年度第3四半期 0.42％（前年同期比△0.10％）

4

・債務者区分の変更等 156億円

・担保評価下落等 9億円

・格上、回収等による取崩 △50億円

合計 115億円

※与信費用＝ 不良債権処理額 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 －貸倒引当金取崩額 与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残
07年度以降の不良債権処理額には信用保証協会責任共有制度に関する偶発損失引当金繰入額等を含む

与信費用・与信費用比率の推移
（億円、％）

(42) (32) (26)

(155)

(71)

うち一般貸倒引当金繰入額



3,640 4,147

2,070 2,295

7,842 6,921

2,451 1,568

4,480
2,479

09年3月末 09年12月末

国債

地方債

社債

株式

その他

有価証券

09年12月末の有価証券残高 17,410億円（09年3月末比 △3,073億円）

09年12月末の株式･債券･投資信託等の有価証券評価損益＋1,228億円（同 ＋586億円）

うち株式評価損益＋1,066億円（同 ＋380億円）

（億円）△△3,0733,073

０９年3月末 ０９年１２月末

円債デュレーション 3.90年 3.89年

有価証券評価損益 642億円 1,228億円

うち株式 686億円 1,066億円

日経平均株価

外債デュレーション 1.09年 2.75年

8,109.53円 10,546.44円

20,483

17,410

有価証券残高の推移 債券平均残存期間・有価証券評価損益の推移

5

〈〈株式株式〉〉
＋＋225225

公社公団債
1,442(+26)

金融債
事業債等

4,930(＋110)

政府保証債
549(+11)

その他4,147億円の内訳
(09年3月末比＋507億円)

投資信託
358(△11）

邦貨外国証券
239 (＋1)

外貨債券
3, 450(△16)

その他100 (＋0)

社債6,921億円の内訳
(09年3月末比△921億円)

※（ ）内は評価損益

△ 4△71195フレディマック

△1＋3535米国債

09/3比（簿価）

△9

＋943

（評価
損益）

△ 0

△ 152,830ジニーメイ

22ファニーメイ

外貨債券の主な内訳

〈〈国債国債〉〉
△△2,0012,001

（億円）



08年度 09年度第3四半期

国内店 静岡県内

09年度第3四半期の譲渡性預金を含む総預
金等残高（平残）は74,876億円と前期比
＋2,823億円の増加

・国内営業店預金等残高73,104億円

前期比＋2,634億円

・静岡県内預金等残高63,305億円

同＋1,964億円

・個人預金等残高51,311億円

同＋864億円

・法人預金等残高18,440億円

同＋1,155億円

・預貸率83.8％

（億円）

総預金等残高（平残）の推移

うち個人預金等残高（平残）の推移 うち法人預金等残高（平残）の推移

08年度 09年度第3四半期

国内店 静岡県内

（億円） （億円）【増減額内訳（前年度比）】 （億円）

総預金等残高（平残）増減額の内訳

＋
２
，
８
２
３

海外
△２６

預金等

オフショア
＋２１６

金融･公金
＋６１５

個人
＋８６４

法人
＋１，１５５

6

07年度 08年度 09年度第3四半期

預金等合計 国内店 静岡県内

～～

71,191

69,171

60,353

72,053
70,470

61,341

74,876
73,104

63,305

67,592

65,573

58,343

68,351

66,768

59,536

70,227
68,455

61,216

＋＋2,8232,823

＋＋1,9641,964

50,434

51,301

＋864

＋＋867867

＋1,155

50,447
51,311

46,102
46,969

14,529 15,412

17,285

13,547

18,440

14,168

＋＋621621

46,089 46,960 12,168 12,890

譲渡性預金除き

譲渡性預金除き 譲渡性預金除き

＋＋2,6342,634



預貸金利回り

09年12月の預貸金利回り差は、09年3月末比△0.04ポイントの低下

円貨貸出金・預金構成の変化（単月比較）

1.781.791.79
1.82

1.841.861.84
1.88

1.941.96
2.01

2.042.02

1.78 1.761.77

1.591.601.601.611.62
1.651.651.67

1.75
1.77

1.81
1.841.82

1.59 1.58 1.57

2.09 2.08
2.112.112.12

2.17
2.202.212.22

2.26
2.302.31

2.372.382.38

2.09

08/9月 12月 09/3月 9月 12月

（％）

法 人

個 人

全 体

〔09年3月〕 〔09年12月〕（兆円、％）

平残（構成比） 利回り 平残（構成比）

（100.0） １．８４ ６．２

４．５

２．８

１．６

１．７

７．３

３．９

３．０

１．８０（71.4）

（43.6）

（26.2）

（28.6）

（100.0）

（55.4）

２．１９

１．０９

１．９５

（41.1）

０．１８

０．０２

６．２

０．３７

（100.0）

４．４ （72.5）

（45.8）

（25.2）

（27.5）

（100.0）

（52.7）

（40.5）

うち短ﾌﾟﾗ・

新長ﾌﾟﾗ基準
２．７ ２．０９

預金等 ７．１ ０．１４

うち流動預金

うち定期性預金

３．９ ０．０２

うち市場連動 １．６

固定金利 １．８ １．９１

２．８

利回り

１．７６

１．７０

０．９１

０．２８

貸出金

変動金利

＋１．６６＋１．６６〔預貸利回り差〕 △0.0４

※預金等はNCDを含む

＋１．６２＋１．６２

貸出金利（月中平均）の推移

うち企業規模別法人貸出金利の推移

1.08
1.111.131.131.141.151.16

1.19

1.231.241.25

1.30
1.331.32

1.34
1.32

1.84 1.841.851.851.861.861.861.87
1.89

1.91
1.93

2.01
2.03

2.09
2.112.11

08/9月 12月 09/3月 6月 9月 12月

（％）

大･中堅企業

中小企業

7

～～

～～

政策金利 0.50％

0.10％

0.30％

△０．０８△０．０８

△０．０４△０．０４



4,374

4,183

4,188

5,136

2,486

3,007

51,963
50,473

49,375

6

12

12

338

299

337

153

132

168

4,121

4,275

2,881

08年3月末 09年3月末 09年12月末

（億円）

09年12月末の静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱を含む個人預り資産残高 64,791億円（09年3月末比＋2,893億円）

うち円貨預金および譲渡性預金を除く個人預り資産残高 12,822億円（同 ＋1,409億円）

個人年金保険については地方銀行でトップ水準の販売額を維持

（億円）

（億円）

個人預り資産（末残）の推移 投資信託販売額（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券含む）の推移

個人年金保険窓販額の推移

預り資産

8※個人年金保険は残存する契約の残高

336
220

503

219

470

752

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度第3四半期

511

201

581

432

553
648

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度第3四半期

投資信託

外貨預金

1
２
，
８
２
２
億
円

１
１
，
４
１
３
億
円

１
１
，
８
４
３
億
円

＋＋1,4091,409

譲渡性預金

61,230
61,898

個人年金
保険

+861

＋＋2,8932,893

円貨預金

+1,490

静銀ﾃｨｰｴﾑ
証券

+521

公共 債

+5

64,791



手数料収益

19

14 13
10

7

31

17
20

7
7

2626

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度第3四半期

22 15 16 10 14
4

93
84

84
70 75

33

8
3

9
9

12 17

10.0%
12.1%11.8%

14.6%

17.6%17.1%

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度第3四半期

役務取引利益
特定取引利益

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

手数料収益は投資信託、保険窓販の販売低迷により減少

（億円） （億円）

〔単体〕 09年度
第3四半期 前年同期比

手 数 料 収 益 １７０億円 △５億円

代 理 事 務 手 数 料
(保険窓販手数料など)

３１億円 △６億円

受 入 雑 手 数 料 ６８億円 ＋４億円

手 数 料 費 用 ６２億円 ＋４億円

支 払 雑 手 数 料 ２５億円 ＋３億円

保 険手数料収益比率
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

手数料収益（銀行・静銀ティーエム証券） 投資信託・保険販売の手数料収益

手数料収益・費用（役務取引等）

9

109

127

116

90
93

投資信託（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

44

(3カ月)

(3カ月)



326 325 331 329

374 407 421 451

41 45 44 46
826796777741

54.6%53.5%

56.9%
55.5%

06年度 07年度 08年度 09年度（予想）

税金
物件費
人件費
ＯＨＲ

経費

09年度経費は、営業店の生産性向上のための業務効率化に向けた投資により増加を見込む

OHR は55.0％を目安にコントロール

07年度 08年度

物件費 ４０７ ４２１ ２２２

事務委託費 ７５ ８０ ４０

システム関連 １２３ １２９ ７２

その他 ２０９ ２１２ １１０

09年度上期（億円）

経費およびＯＨＲの推移

人員の推移

物件費の推移

10

（億円）

※（ ）は中間期

（26）

（403）

（209）

（168）

（27）

（415）

（222）

（165）

７，０３７

１，８７３

２，８５１

５，１６４

５０９

１，０６０

５４８

１，６９３

１，７９４

２，４１１

08年3月末

うち行員 １１５３２５

７５２１，５０６営業店バック・アシスト

うち行員 ２，１６５１，９８２

２，９２５２，６８５営業店フロント

うち行員 ４７０５３４

９６３１，０９６本部・融資業務ｾﾝﾀｰ･その他

２，５４０１，９２７グループ会社等 計 （B）

４，６４０５，２８７銀行全体 （A）

２，７５０２，８４１うち行員

７，１８０

11年3月
（計画）

７，２１４

09年3月末

グループ総人員 （A＋B）

※臨時雇、派遣社員等を含む

（人）



自己資本比率の状況

ＢＩＳ自己資本比率（連結ベース） 自己資本およびリスク・アセット等の推移

銀行勘定の金利ﾘｽｸ量 TierⅠ＋TierⅡ アウトライヤー比率

５７２億円 ６，６９３億円 ８．５４％

※バーゼルⅡの計算方法は、信用リスクが基礎的内部格付手法、
オペレーショナルリスクが粗利益配分手法を採用

アウトライヤー比率（09年第3四半期：単体ベース）

11

09年9月末バーゼルⅡによる自己資本比率は14.74％と、利益積上げによるTierⅠの増加、有価証券
評価益の増加によるTierⅡの増加などにより、21年3月末比＋0.62ポイントの上昇

TierⅠ比率 13.79％（＋0.03ポイント）、中核自己資本比率 12.78％（＋0.02ポイント）

11.39

12.63 12.76

12.78

13.79
13.76

13.42

12.16

14.55 14.70
14.12

14.74

11

13

15

07年3月末 08年3月末 09年3月末 09年9月末

【参考】中核自己資本比率=TierⅠ-繰延税金資産相当額※

※その他有価証券評価差額金等対応分を除く

0.77 0.79
1.01 1.02

0.3

0.8

1.3

07年3月末 08年3月末 09年3月末 09年9月末

BIS自己資本比率に占める税効果相当額の寄与度
（TierⅠ比率-中核自己資本比率）

ＢＩＳ自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率

中核自己資本比率

07年

3月末

08年

3月末

09年

9月末

６，５０４ ６，６４５

６，２１７

５，７５９

５５０

４５，０５２

４１，８４２

２２３

２，９８７

－

５，９３８

５，５８９

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ １，３６５ ７９１ ２９１ ＋２５９

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
相 当 額 に 係 る 額

２，７０９ ２，８３７ ２，９５４ ＋３３

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ４７，５４９ ４４，２３２ ４４，１４８ ＋９０４

マ ー ケ ッ ト ・ リ ス ク

相 当 額 に 係 る 額
２２０ ２２０ ２４８ △２５

信 用 リ ス ク ・

ア セ ッ ト の 額
４４，６２０ ４０，８９５ ４０，９４５ ＋８９７

２８０

６，９１９

５，７８５

５，４２１

－

09年

3月末

09年

3月末比

自 己 資 本 ６，２３４ ＋４１１

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

フ ロ ア 調 整 額

６，０７８

５，６３３

－

＋１３９

＋１２６

－

うち中核自己資本

（6.29） （5.87）
（7.31） （7.36）

（ ）はTｉｅｒⅠに占める税効果相当額の割合

（％）

（％）

（億円）



売出しの概要

12

発行体 株式会社静岡銀行

証券コード 8355（東証1部）

形態 普通株式売出し

売出株数（ｵｰﾊﾞｰｱﾛｯﾄﾒﾝﾄ含み） 普通株式 29,900,000株

ブックビルディング期間 2010年1月15日（金）～1月18日（月）（条件決定日）まで

条件決定日 2010年1月18日（月）

申込期間 2010年1月19日(火）～1月20日(水）

受渡期日 2010年1月26日（火）

主幹事 野村證券株式会社

売出しの目的
株主分布状況の改善や流動性の向上を図ることに加え、株主数の増加を通じた
コーポレートガバナンスの一層の強化

売出価格 1株につき799円（総額23,890百万円）

販売状況（全体） ﾘﾃｰﾙ投資家 27,070千株（90.5％）、機関投資家 2,830千株（9.5％）



業績予想および株主還元の状況

09年度の１株当たり中間配当額は6.50円

09年度の1株当たり配当額（年間）については、「配当性向25％程度かつ大手地銀最高水準」の

配当維持を目指し、市場動向、業績等を総合的に勘案して決定する方針のもと、13円を予定

０８年度 ０９年度予想

一株当たり配当額（年間） １３．００円 １３．００円（６．５０円）

１．４７％ ―配当利回り(配当/期末株価)

（ ）は中間配当額

９９～０８年度
（10年間）

年間配当額① ６４４（累計）

当期純利益④ ２，４２６（累計）

自己株式取得額② ８５０（累計）

株主還元額③＝①＋② １，４９４（累計）

配当性向①/④×100 ２６．５４（平均）

株主還元率③/④×100 ６１．５７（平均）

（単位：億円、％）

配当額の推移

株主への利益配分の状況

13

業績予想

【連結】
０９年度予想
(11月公表値）

経常収益 ２，１１０

経常利益 ５２８

３０８当期純利益

（億円）

【単体】 ０９年度予想

経常収益 １，８５０

業務純益 ６１５

基礎的業務純益 ６５５

経常利益 ５０５

３０５当期純利益

（億円）
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ビジネスマッチング、次世代経営者塾「Shizuginship」に取組み、取引先の事業拡大･後継者育成に寄与

地域経済に与える影響が大きい企業を中心に各種再生手法を活用し、迅速かつ円滑な事業再生を支援

14

法人部門の取組み（地域密着型金融）

ビジネスマッチング
経営改善支援
事業再生支援

26.5
27.7

28.9 29.0 29.1

24.4 24.2 24.0 23.9 24.2 23.9 24.0 24.0

9.0 8.6 8.6

28.0 28.4
27.3

8.69.29.49.49.8

06年3月末 07年3月末 07年9月末 08年3月末 08年9月末 09年3月末 09年9月末 09年12月末

（％）

信用金庫

静岡銀行

メ ガ バ ン ク

会員数（09年12月末）

760社、1,153名

セミナー・視察会の参加者数

2,312名

〔成約実績および融資実行額〕 〔事業再生支援完了件数〕

〔静岡県内貸出金シェアの推移〕

07年度 08年度
09年度
12月末

実 績 822件 2,257件 1,836件

融資額 440億円 323億円 260億円

07年度 08年度
09年度
12月末

件数 19件 17件 16件



海外進出支援

15

欧州静岡銀行
上海

駐在員事務所

香港支店

シンガポール

駐在員事務所

静岡銀行 ロスアンゼルス支店

ニューヨーク支店

米国、上海、香港、シンガポール、欧州の静岡銀行グループ海外拠点から、現地の有益な情報を提供

【業務提携】⇒アジアでのサポート体制を強化

中国建設銀行・ﾊﾞﾝｺｸ銀行・ｸﾚﾃﾞｨ ｱｸﾞﾘｺﾙ ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ ｱﾝﾄﾞ ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ ﾊﾞﾝｸ
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個人部門の取組み

預 金 カード 預り資産 消費者ローン

〈安定した預金の確保〉
年金・給振・積立預金

〈ｊｏｙｃａ〉
09年12月 33万人突破

〈静銀ﾃｨｰｴﾑ証券との連携〉
新商品投入・顧客基盤拡大

〈ローン拠点の強化〉
ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ・ﾛｰﾝﾃﾞｽｸ

「集まる預金」の仕組み ﾗｲﾌｻｲｸﾙ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

08年7月 「えんてつカード」
取扱開始

09年6月
浜松駅南ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ新設

09年11月
厚木ﾛｰﾝﾃﾞｽｸ新設

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ支店(09年12月末)

口座数/約18,000

預金残高/198億円

09年8月 保険ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
業務開始



個人市場個人市場
〈〈金融サービスのワンストップ化金融サービスのワンストップ化〉〉

県
内
外
の
金
融
機
関

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
）

カ
ー
ド
会
社

一
般
事
業
会
社

親
密
証
券
会
社

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

親
密
信
託
銀

静
岡
保
険
総
合
サ
ー
ビ
ス

親
密
な
一
般
事
業
会
社

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

静岡銀行

規制緩和された金融業務

カード･ローン保証

静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ

静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ

ローン保証

静銀信用保証

証券

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

保険
保険商品の全面解禁

信託
信託業務の
取扱範囲の拡大

グループ事業価値の持続的な成長

「 企 業 の 社 会 的 責 任 」 「 地 域 と の 一 体 化 」営業エリアの広域化

地域シェアの拡大

経営システムの標準化
戦略的資本政策の展開

法人市場法人市場
〈〈新産業の創出・創業支援から企業再生まで新産業の創出・創業支援から企業再生まで〉〉

静
岡
経
済
研
究
所

親
密
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク産

学

官

新産業の創出・創業支援

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

ベンチャーキャピタル

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

総合ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ビジネスマッチング

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ＩＴシステム

静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ

リース

静銀リース

起債・引受

欧州静岡銀行
静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

株式公開支援

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

企業再生

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

静岡銀行

静
岡
不
動
産

親
密
な
一
般
事
業
会
社

グループの一層の効率化・コスト競争力の強化へ
規制緩和による外部収益の拡大へ（事務の受託業務）

グループの基盤を支える会社 静銀ビジネスクリエイト 静岡モーゲージサービス 静銀総合サービス

メガバンク等 県内外の地域金融機関等

アライアンス
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グループの状況



本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績

を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意

ください。


